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エネルギー・環境関連分野で米国の 6 つの国立研究機関と研究協力覚書を締結

産総研は、エネルギー・環境分野に
おける米国との研究協力の強化・推進
を図り、低炭素社会の実現に向けた技
術開発を加速するため、5 月初旬、二
階経済産業大臣訪米に野間口理事長が
同行し、エネルギー省傘下の 5 研究機
関および商務省傘下の国立標準技術研
究所と研究協力覚書を締結しました。

産総研と米国の研究機関との研究協
力は、2006 年 8 月の二階経済産業大
臣のニューメキシコ州訪問を契機に活
発化し、2007 年 12 月にはロスアラモ
ス国立研究所との燃料電池・水素分野
での共同研究が開始されました。2009
年 1 月に発足したオバマ政権は「グ
リーン・ニューディール」政策を掲
げ、エネルギー・環境分野を中心とし
た研究開発の推進により、持続発展可
能な地球社会の実現に向けた新産業創
出を目指しています。わが国政府もこ
れに呼応し、2009 年 2 月の日米首脳
会談において、日米間におけるエネル
ギー・環境分野の研究協力を推進する
ことを確認するなど、両国間の本分野
における協力の気運は急速に高まって
きています。

これらを背景に、本年初めより産総
研のエネルギー・環境分野の専門家が
経済産業省の担当者などとともに数次
にわたり訪米し、米国国立研究所と意
見交換を行い、研究協力覚書を締結す
る運びとなりました。今回、研究協力
覚書を締結した研究機関と具体的な研
究協力分野の候補は以下の通りです。
（1） ロ ス ア ラ モ ス 国 立 研 究 所

（LANL）： 燃料電池・水素、材料に
関する計算科学、CCS（二酸化炭素地
下貯留）の分野で協力。
（2）サンディア国立研究所（SNL）： 

太陽光発電、ナノ電子・ナノ材料、材
料に関する計算科学の分野での協力
と、ナノテク共同利用施設の相互利用。
（3）国立再生可能エネルギー研究所

（NREL）： 太陽光発電、バイオ燃料
（セルロース原料）、エネルギー分析
の分野で協力。
（4）ローレンスリバモア国立研究所

（LLNL）：バイオ燃料（セルロース
原料）、燃料燃焼の分野で協力。
（5）ローレンスバークレー国立研究

所（LBNL）： バイオ燃料（セルロー
ス原料）、エネルギー用ナノ材料、

CCS（二酸化炭素地下貯留）の分野で
協力。
（6） 商 務 省 国 立 標 準 技 術 研 究 所

（NIST）：主に国際標準化を目指す研
究開発において協力。

今回の訪米において、野間口理事
長は、5 月 1 日にニューメキシコ州
アルバカーキにて、経済産業省と同
州政府との協力覚書の締結式に同席
し、リチャードソン知事やサンディ
ア、ロスアラモス両国立研究所長と
面会しました。5 月 4 日午前には、メ
リーランド州ゲイサーズバーグの国
立標準技術研究所を訪れ、研究協力
覚書を締結しました。同日午後には、
ワシントン DC のエネルギー省にて、
二階大臣とチュー・エネルギー長官
との会談に同席し、会談後に、エネ
ルギー省傘下の 5 研究所と研究協力
覚書を締結しました。

これらの研究協力の実施にあたり、
本年度は 20 人弱の研究者を派遣する
とともに、今後の共同研究の実施、研
究者交流など、さまざまな研究協力活
動の円滑な遂行を図るための連携研究
拠点の整備を図ることとしています。

経済産業省とニューメキシコ州との協力覚書
締結式

アルビズ国立再生可能エネルギー研究所長と
野間口理事長

研究協力覚書の締結後、二階大臣、チュー・
エネルギー長官とともに記念写真に収まる
野間口理事長と 5 研究所代表者

ギャラガー国立標準技術研究所副所長と
野間口理事長
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AIST Network

エネルギー・環境関連分野で米国の 6 つの国立研究機関と研究協力覚書を締結 セルビア共和国副首相、秋葉原事業所来訪　

4 月 17 日に、セルビア共和国ボジ
ダル・ジェーリッチ副首相が、在東
京セルビア共和国大使館イヴァン・
ムルキッチ大使とともに産総研秋葉
原事業所を訪問されました。

当日は、小野副理事長の歓迎挨拶、
国際部門からの産総研の概要説明に
続いて、意見交換が行われました。
また、今井情報セキュリティ研究セ
ンター長より、当研究センターにお
ける研究の概要を説明しました。当
研究センターでは、セルビア共和国
出身のミハイエビッチ博士が 2006 年
から招

しょうへい

聘研究員として研究に従事し
ています。

旧ユーゴスラビア社会主義連邦共
和国と日本は 1981 年に科学技術協力
協定を調印していますが、その協定
は現セルビア共和国にも引き継がれ
ています。副首相からは、セルビア
共和国における科学技術への取り組
みの現状、同共和国の FP7 や CERN
などの欧州のプログラム・プロジェ
クトへの参画の紹介、科学技術協定
をベースとしての、日本、とりわけ
産総研との協力の発展への希望など
が述べられました。さらには同副首
相が、本年秋にも日本に再訪される
折りに産総研を再訪したいとの意欲
を表明されました。

今回の副首相ご来訪が、人的交流
を含む幅広い研究協力の契機になる
ものと期待されます。

ジェーリッチ副首相（左）と握手する小野
副理事長

第17回化学・バイオつくば賞受賞
化学・バイオつくば賞は、財団法人

化学・バイオつくば財団が、茨城県つ
くば市とその周辺に拠点を置く研究所
や企業で、化学およびバイオ関連の分
野において優れた業績を挙げた研究者
に授与するものです。今年度は 5 月
26 日に表彰式があり産総研から次の
業績が受賞しました。

「内部熱交換型蒸留塔の基礎研究と
プロセス開発」中岩 勝（産総研環境
化学技術研究部門）、野田 秀夫（関西
化学機械製作株式会社）、堀内 均平 
（丸善石油化学株式会社）、中西 俊成 
（木村化工機株式会社）、高松 武一郎 
（京都大学名誉教授）

第 17 回 化学・バイオつくば賞表彰式

イベントの詳細と最新情報は、産総研のウェブサイト（イベント・講演会情報）に掲載しています
　http://www.aist.go.jp/

6月10日現在

イベントの詳細と最新情報は、産総研のウェブサイト（イベント・講演会情報）に掲載しています
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● は、産総研内の事務局です。

期間

7 July 

8  August

9  September

 2日 地質調査総合センターシンポジウム「古地震と現在の地殻活動から地震を予測する」 東京 029-861-3687 ● 

 9日 つくばロボットフォーラム2009 つくば 029-858-6000 

 25 日 産総研一般公開（つくばセンター） つくば 029-862-6214 ● 

                

 1日 産総研一般公開（中部センター） 名古屋 052-736-7063 ●

 4日 産総研一般公開（関西センター 尼崎） 尼崎 072-751-9606 ● 

 21日 産総研一般公開（四国センター） 香川 087-869-3530 ● 

 22日 産総研一般公開（東北センター） 仙台 022-237-5218 ●

 

 4日 JAIMAコンファレンス「糖鎖新技術が開拓する未踏のバイオ分野とバイオシミラー」 千葉 029-861-3254 ● 
 13日〜18日 イオンビームによる材料表面改質に関する国際会議SMMIB 東京 048-585-6851  

            

2009年7月　　2009年9月




